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☆
ソ
ー
シ
ャ
ル
・ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク 

サ
ー
ビ
ス 

（Ｓ
Ｎ
Ｓ
） 

蒲
郡
市
で
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
利
用
し
た
情
報
発
信
を
進

め
て
い
ま
す
。 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
と
い
う
と
お
年
の
多

い
方
は
敬
遠
し
が
ち
で
す
が
、

携
帯
電
話
を
利
用
し
て
い
る
方

は
、
す
で
に
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
世
界
に

入
っ
て
い
る
と
言
え
ま
す
。 

こ
の
意
味
に
お
い
て
、
ど
の

世
代
の
方
も
イ
ン
ス
タ
や
Ｌ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
（
ラ
イ
ン
）
へ
の
抵
抗
感

は
和
ら
ぐ
の
で
は
な
い
か
と
思

い
ま
す
。 

昨
年
（
平
成
29
年
）
の
５
月

か
ら
は
「
イ
ン
ス
タ
映
え
」
と

い
う
言
葉
に
触
発
さ
れ
た
の
か
、

蒲
郡
市
で
も
若
者
向
け
の
イ
ン

ス
タ
グ
ラ
ム
を
始
め
ま
し
た
。 

公
の
機
関
が
や
っ
て
い
る
お

堅
い
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
フ
ォ
ロ
ワ
ー

（
登
録
者
）
は
１
，
７
７
７
も

あ
り
ま
す
。
ち
な
み
に
私
の
フ

ォ
ロ
ワ
ー
は
３
で
す
（
妻
と
娘

と
蒲
郡
市
。
匿
名
で
や
っ
て
い

る
の
で
気
づ
か
な
い
…
と
い
う

こ
と
に
し
ま
す
）。 

蒲
郡
市
の
よ
う
に
目
的
を
持

っ
て
実
名
で
お
こ
な
え
ば
、
イ

ン
ス
タ
の
効
果
は
非
常
に
大
き

い
と
感
じ
て
い
ま
す
。 

観
光
で
の
集
客
、
若
者
世
代

の
呼
び
込
み
、
企
業
誘
致
、
ふ

る
さ
と
納
税
の
き
っ
か
け
づ
く

り
な
ど
写
真
や
映
像
で
の
宣
伝

は
直
観
的
な
イ
ン
パ
ク
ト
が
あ

り
ま
す
。 

 ☆ 

平
成
30
年
３
月
一
般
質
問 

１
、
公
共
施
設
の
将
来 

問 

塩
津
地
区
の
ワ
ー
ク
シ
ョ 

ッ
プ
・
プ
ラ
ン
に
つ
い
て 

答 

多
様
な
方
々
の
交
流
と
充 

実
し
た
子
育
て
の
拠
点
を
つ 

く
る
プ
ラ
ン
で
、
具
体
的
に 

は
塩
津
小
学
校
の
現
在
地
に 

塩
津
保
育
園
と
塩
津
北
保
育 

園
の
統
合
園
お
よ
び
塩
津
公 

民
館
を
複
合
化
し
、
塩
津
中 

学
校
は
適
正
化
で
更
新
し
て 

い
く
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。  

問 

西
浦
地
区
の
ワ
ー
ク
シ
ョ 

ッ
プ
・
プ
ラ
ン
に
つ
い
て 

答 
利
便
性
の
高
い
エ
リ
ア
に 

機
能
を
集
め
て
地
域
の
拠
点 

を
つ
く
る
プ
ラ
ン
で
、
具
体 

的
に
は
西
浦
小
学
校
の
現
在 

地
に
西
浦
中
学
校
と
西
浦
公 

民
館
を
複
合
化
し
、
西
浦
保 

育
園
と
に
し
う
ら
児
童
館
は 

将
来
の
建
て
替
え
時
期
に
複 

合
化
す
る
も
の
と
な
っ
て
い 

ま
す
。 

 

問 

蒲
郡
市
が
行
う
地
区
個
別 

計
画
を
策
定
に
つ
い
て
は
い 

か
が
か 

答 

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
・
プ
ラ 
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ン
に
沿
っ
て
、
早
期
に
計
画 

策
定
を
行
い
ま
す
。 

問 
地
区
個
別
計
画
の
実
施
時 

期
に
つ
い
て
伺
う 

答 

委
員
の
み
な
さ
ま
の
ご
要 

望
も
あ
り
、
早
期
に
実
施
し 

て
ま
い
り
ま
す
。 

問 

新
年
度
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ 

プ
実
施
地
区
は
ど
こ
か 

答 

３
月
末
を
目
途
に
決
め
た 

い
と
考
え
ま
す
。 

２
、
市
の
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ 

問 

市
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
取
り
組
み
状 

況
を
伺
う 

答 

メ
ー
ル
配
信
「
あ
ん
し
ん 

ひ
ろ
メ
ー
ル
」、
ユ
ー
チ
ュ
ー 

ブ
で
動
画
配
信
を
し
て
お
り
、 

昨
年
春
か
ら
イ
ン
ス
タ
グ
ラ 

ム
「
い
い
じ
ゃ
ん
が
ま
ご
お 

り
」
を
は
じ
め
ま
し
た
。 

問 

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム
「
い
い 

じ
ゃ
ん
が
ま
ご
お
り
」
の
手 

ご
た
え
は
い
か
が
か 

答 

フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
１
，
７
４ 

６
、
投
稿
写
真
２
，
６
７
４
、 

い
い
ね
５
５
，
４
０
０
以
上 

と
な
っ
て
お
り
、
目
標
の
３ 

倍
以
上
で
す
。
他
市
の
利
用 

状
況
と
比
較
し
て
も
、
利
用 

者
の
み
な
さ
ま
に
ご
支
持
を 

い
た
だ
い
て
い
る
と
認
識
し 

て
い
ま
す
。 

問 

今
後
ど
う
い
う
展
開
し
て 

い
く
の
か
伺
う 

答 
赤
い
電
車
フ
ォ
ト
コ
ン
テ 

ス
ト
、
蒲
郡
モ
ニ
タ
ー
ツ
ア 

ー
、
春
日
浦
公
式
サ
イ
ト
と 

リ
ン
ク
さ
せ
て
き
ま
し
た
。 

他
事
業
と
リ
ン
ク
さ
せ
、
魅 

力
発
信
を
図
っ
て
ま
い
り
ま 

す
。 

問 

Ｓ
Ｎ
Ｓ
か
ら
得
ら
れ
た
デ 

ー
タ
を
利
用
し
て
政
策
に
つ 

な
げ
ら
れ
る
か
伺
う 

答 

国
の
地
域
経
済
分
析
シ
ス 

テ
ム
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ａ
Ｓ
」
を
活 

用
し
政
策
に
つ
な
げ
て
ま
い 

り
ま
す
。 

☆
平
成
30
年
度 

●
予
算
概
要 

一
般
会
計 

 

２
９
３
億
円 

特
別
会
計 

 

１
４
０
億
円 

企
業
会
計
１
，
０
８
５
億
円 

総
予
算 

１
，
５
１
８
億
円 

＊
ボ
ー
ト
会
計
か
ら
の
繰
出
金 

市
民
病
院 

 

15
億
円 

区
画
整
理 

 

２
億
円 

下
水
道
事
業 

７
億
円 

●
事
業
概
要 

①
形
北
小
児
童
ク
ラ
ブ
建
設 

②
鹿
島
こ
ど
も
園
乳
児
棟
建
設 

③
二
歳
児
ク
ラ
ス
拡
充
・
大
塚 

・
東
部
・
塩
津
保
育
園 

④
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
発
行 

⑤
小
中
学
校
ト
イ
レ
洋
式
化 

⑥
「
弥
生
の
環
濠
」
企
画
展
・ 

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

⑦
海
陽
多
目
的
広
場
更
衣
室 

⑧
東
三
河
連
合
介
護
保
険
事
業 

⑨
愛
知
県
国
民
健
康
保
険
事
業 

⑩
塩
津
公
民
館
内
装
改
修
事
業 

⑪
旧
看
護
学
校
取
り
壊
し 

⑫
市
民
会
館
多
目
的
ト
イ
レ
設 

 

置 

⑬
ボ
ー
ト
シ
ョ
ッ
プ
高
浜
開
設 

⑭
ボ
ー
ト
売
上
９
１
０
億
円 

⑮
Ｓ
Ｇ
ボ
ー
ト
レ
ー
ス
ダ
ー
ビ 

ー
開
催 

⑯
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン 

タ
ー
設
置 

 

☆
昔
の
主
要
道
路
「平
坂
街
道
」 

 

平
坂
街
道
は
明
治
初
期
に
街

道
と
し
て
定
め
ら
れ
、
三
河
地

方
の
主
要
道
路
と
し
て
利
用
さ

れ
ま
し
た
。
街
道
と
は
い
え
当

時
の
こ
と
で
す
か
ら
、
そ
の
多

く
は
幅
一
間
程
度
し
か
な
く
大

八
車
が
通
れ
る
程
度
だ
っ
た
よ

う
で
す
。 

 

昭
和
に
入
り
旧
国
道
23
号
が

そ
の
任
を
受
け
継
ぐ
こ
と
に
な
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り
ま
す
。
言
い
換
え
る
と
西
尾

市
役
所
か
ら
御
津
町
御
馬
あ
た

り
ま
で
が
旧
国
道
23
号
イ
コ
ー

ル
平
坂
街
道
と
な
り
ま
す
。 

で
は
、
東
か
ら
簡
単
に
こ
の

街
道
を
た
ど
っ
て
み
ま
し
ょ
う

（
図
１
）。 

起
点
は
豊
川
市
小
坂
井
町
の

兎
足
（
う
た
り
）
神
社
付
近
で

す
。
東
海
道
と
の
分
岐
点
で
北

へ
行
け
ば
伊
那
街
道
（
国
道
１

５
１
号
）
で
す
。
そ
こ
か
ら
御

津
町
下
佐
脇
に
入
り
御
馬
を
抜

け
ま
す
。 

そ
し
て
蒲
郡
市
大
塚
町
に
入

り
、
星
越
峠
を
越
え
、
三
谷
町

の
八
釼
神
社
裏
（
写
真
１
）
を

通
り
ま
す
。 

そ
こ
か
ら
府
相
町
、
本
町
へ

上
が
り
薬
証
寺
（
写
真
２
）
前

に
出
ま
す
。 

そ
の
の
ち
蒲
郡
市
役
所
北
、

蒲
郡
警
察
署
を
通
り
竹
谷
町

（
写
真
３
）
に
来
ま
す
。 

幸
田
町
は
深
溝
、
三
ヶ
根
駅

前
、
六
栗
、
桐
山
、
須
美
と
抜

け
て
い
き
ま
す
（
本
来
の
平
坂

街
道
は
深
溝
、
逆
川
、
宮
迫
を

通
っ
て
い
ま
し
た
が
、
急
峻
な

山
道
の
た
め
利
用
が
少
な
か
っ

た
よ
う
で
す
）。 

西
尾
市
は
駒
場
を
通
り
八
面

山
へ
あ
た
り
ま
す
。
西
尾
市
民

病
院
近
く
の
寄
住
町
を
抜
け
、

西
尾
城
を
回
り
ま
す
。
住
崎
町
、

羽
塚
町
を
通
り
平
坂
町
に
到
着

し
ま
す
。 

西
の
起
点
は
矢
作
川
の
入
り

江
、
現
在
は
付
近
に
マ
リ
ー
ナ

が
あ
る
平
坂
港
で
す
。 

ち
な
み
に
旧
平
坂
湊
は
三
河

五
箇
湊
の
一
つ
で
す
。
な
お
、

蒲
郡
の
犬
飼
湊
も
そ
の
内
の
一

つ
で
し
た
が
、
幕
末
の
信
濃
大

地
震
の
被
害
で
明
治
期
以
降
衰

退
し
ま
し
た
。 

 

 

  

写真１ 三谷町八釼神社裏 図１ 平坂街道の略地図 

写真３ 竹谷公民館前 写真２ 中央本町薬証寺前 


